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縄文の女神モニュメント

除雪ボランティアによる除雪作業の様子

青色回転灯を付けての防犯パトロール

土器作り体験の様子

　当初予算は、町民のみなさんが安心して暮らせるためのお金を見積り編成されるもので、３
月の町議会定例会で議決されました。この予算の中で平成25年度が進んでいきます。
　「出会い・ふれあい・支えあい」の夢コンパス（第６次基本構想）は第２期実施計画の初年
度に当たります。基本構想の具現化により町民一人ひとりが幸せを実感できるよう、子育て・
健康・教育の充実、産業の振興、安心安全のための予算編成となり、一般会計予算の総額は昨
年度比1.9％減となりました。
　夢コンパスの４つの柱ごとに今年度の主な事業を紹介します。

①安心して暮らせる住み良いまちづくり
②産業の振興と地域が活性化するまちづくり
③子育て・健康・教育の充実したまちづくり
④互助・共有・自立による協働のまちづくり
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●縄文の女神遺跡地等整備事業　1,255万円（単独・新規）
　国宝「縄文の女神」が出土した西ノ前遺跡を中心としたエリアの整
備を行い、遺跡地の保全と観光客の誘客を推進します。
●観光物産センター管理事業　529万円（単独・新規）
　舟形駅の待合所としても利用されている観光物産センターに舟形観
光情報館を移転し、駅周辺の活性化を行います。
●縄文の女神里帰り展事業　100万円（単独・継続）
　県立博物館に展示されている「縄文の女神」の里帰り展を昨年度に
引き続き実施します。
●担い手育成支援事業　900万円（補助・継続）
　町内の中心的農業者育成を目的に農地貸借の推進や新規就農者への
助成など幅広い支援を行います。

特集①：当初予算概要 特集①：当初予算概要

産業の振興と地域が活性化するまちづくり

～平成25年度当初予算と主な事業～～平成25年度当初予算と主な事業～

●ＩＴ教育事業　1,662万円（単独・新規）
　小中学校に新型パソコン等を整備し、情報化教育の更なる拡充を行
います。
●スクールバス等管理事業　3,347万円（単独・一部新規）
　小学校統合に伴い遠距離通学となる児童の無料バス送迎の拡充と、
バス車庫周辺の舗装工事等を行います。
●予防接種事業　1,181万円（単独・一部新規）
　子宮頸がんワクチン、小児肺炎球菌ワクチン、ヒブワクチンが義務
化され、定期接種が実施されます。
●母子保健推進事業　483万円（単独・一部新規）
　特定不妊治療の自己負担分や一般不妊治療費用の助成を行います。

子育て・健康・教育の充実したまちづくり

●旧小学校管理活用事業　500万円（単独・新規）
　閉校した旧小学校施設の維持管理を行うとともに、地域活性化に向
けた利活用について検討を行います。
●地域おこし協力隊事業　1,248万円（補助・一部新規）
　都市部から移住し、地域力の維持・強化を図る地域おこし協力隊を
１名拡充し、地域活性化を目指します。
●地域づくり支援事業　383万円（単独・一部新規）
　地域の課題や魅力発掘、住民交流に活用できる総合型交付金の創設
により、地域づくり活動を支援します。
●公車購入事業　1,500万円（補助・新規）
　老朽化した町長車とマイクロバスの更新購入と、交通安全指導車の
新規購入を行います。

互助・共有・自立による協働のまちづくり

●公共土木施設災害復旧事業　1億7,221万円（補助・継続）
　平成23年度冬期における低温により凍上災害が認定され、道路舗装
破損路線の舗装復旧工事を平成24年度から継続して行います。
●公共施設等耐震化事業　1億5,534万円（補助・新規）
　災害時に災害対策本部となる役場本庁舎を、国の耐震基準まで高め
る耐震化工事を実施します。
●再生可能エネルギー設備等導入推進事業　3,362万円（補助・新規）
　国庫補助金を活用しながら、災害時の広域避難所となる舟形小学校
に太陽光発電設備を設置します。
●消防･防災事業　3,157万円（補助・一部新規）
　災害時に一時避難所となる各町内会の公民館等を国の耐震基準まで
高める耐震化工事を実施するとともに、消防ポンプ積載車の購入を行
います。
●防犯対策事業　319万円（単独・一部新規）
　町内会と町内会の間の防犯灯について、省エネを図ることを目的にＬ
ＥＤ化します。171ヵ所を２年に分けて計画的に実施します。

安心して暮らせる住み良いまちづくり

当初予算概要2013

夢コンパス　つの柱４４
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一般会計当初予算
平成25年度

前年度比　6,900万円 減額（▲1.9％）

【性質別】【性質別】

【目的別】【目的別】

歳出 歳入

36億1,100万円

人件費
7億1,293万円
19.7％

繰出金
5億1,542万円
14.3％

扶助費
2億3,329万円
6.5％

物件費
5億3,082万円
14.7％

地方交付税
17億6,000万円
48.7％

県支出金
2億6,859万円　7.4％ 町債

3億4,730万円
　9.6％

その他
6,430万円　1.8％

繰入金　2億5,722万円　7.1％

町税
4億3,998万円
12.2％

維持補修費
8,093万円　2.2％

補助費等
3億9,241万円
10.9％

普通建設事業費
4億3,810万円
12.1％

その他
2,132万円　0.6％

災害復旧事業費
1億7,319万円　4.8％

人件費：町職員の給料
や町議会議員・各種委
員の報酬など。

物件費：賃金、旅費、使用
料、備品購入費など消費的
性質の経費。

町税：町内の法人や住民の
方に納めてもらう税金。

繰入金：町が積み立てて
いたお金を、事業実施に
向けて取り崩すお金。

自主財源：町が独自に確保でき
る収入のこと。歳入全体に占め
る割合は24％です。
依存財源：国や県から定められ
た額が交付されたり、割り当て
られたりする収入のこと。舟形
町は地方交付税などに歳入の
多くを依存しています。

 特定の目的のために一般会計と
は区別して経理している会計で
す。舟形町には６つの特別会計が
あります。その中で、国民健康保
険事業会計は受診数の増加や医療
の高度化傾向により、今まで積ん
できた基金を取り崩して予算編成
するなど、厳しい運営となってい
ます。

 特定の目的のために一般会計と
は区別して経理している会計で
す。舟形町には６つの特別会計が
あります。その中で、国民健康保
険事業会計は受診数の増加や医療
の高度化傾向により、今まで積ん
できた基金を取り崩して予算編成
するなど、厳しい運営となってい
ます。

公債費：これまで借りた
お金の返済。

繰出金：簡易水道、下
水道などの特別会計に
対して支出される経費。

普通建設事業費：道路・
歩道など社会資本整備や
農業基盤の整備など。

地方交付税：全国の市
町村の財政力のバラン
スを取るために国が配
分するお金。

県支出金：町が行う事業
に対する県からの補助金。

国庫支出金：町が行う事業
に対する国からの補助金。

町債：道路や教育施設、
消防設備の整備のため
に借り入れるお金。

公債費
5億1,259万円
14.2％

財産収入など　1億3,221万円　3.6％

使用料及び手数料
3,764万円　1.1％

補助費等：団体などの運営
費補助金や負担金など。

国庫支出金
2億6,276万円　7.3％

特別会計とは

　「性質別」と「目的別」のグラフは、共に一般会計の歳出を表したグラフです。性質別では、
支出が義務付けられている人件費や扶助費、公債費の「義務的経費」と物件費や運営費補
助金や負担金などの「消費的経費」、道路や歩道、農業の基盤整備など、行政水準の向上
にかかる普通建設事業費の「投資的経費」に分けることができます。目的別では行政サー
ビスの水準や行政上の特色などを知ることができます。

　「性質別」と「目的別」のグラフは、共に一般会計の歳出を表したグラフです。性質別では、
支出が義務付けられている人件費や扶助費、公債費の「義務的経費」と物件費や運営費補
助金や負担金などの「消費的経費」、道路や歩道、農業の基盤整備など、行政水準の向上
にかかる普通建設事業費の「投資的経費」に分けることができます。目的別では行政サー
ビスの水準や行政上の特色などを知ることができます。

地方譲与税　4,100万円　1.2％

予算等金額事　業　名

国民健康保険事業会計

後期高齢者医療事業会計

介 護 保 険 事 業 会 計

簡 易 水 道 事 業 会 計

農業集落排水事業会計

公共下水道事業会計

６億８,２００万円

６,６００万円

６億８,７２０万円

１億８,１００万円

２億１,０００万円

１億９,０４０万円

衛
生
費

１
億
９
，３
１
９
万
円（
5.4
％
）

農
林
水
産
業
費

１
億
９
，８
８
１
万
円（
5.5
％
）

労働費　2,594万円（0.7％） 予備費　300万円（0.1％）

災
害
復
旧
費

１
億
８
，２
３
３
万
円（
5.0
％
）

消
防
費

１
億
６
，０
３
６
万
円（
4.4
％
）

民
生
費

６
億
６
，１
３
０
万
円（
18.3
％
）

総
務
費

７
億
４
，７
８
４
万
円（
20.7
％
）

土
木
費

４
億
７
，９
６
３
万
円（
13.3
％
）

教
育
費

２
億
８
，５
８
０
万
円（
7.9
％
）

公
債
費

５
億
１
，２
５
９
万
円（
14.2
％
）

商工費　8,605万円（2.4％）議会費　7,416万円（2.1％）議会費　7,416万円（2.1％）
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義務的
経費

自主
財源

依存財源消費的
経費

投資的
経費

その他

特別会計当初予算
前年度比　160万円 増額（＋0.1％）

20億1,660万円
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町内名

　野　

　幅　

長 尾

内 山

長沢第１

長沢第２

長沢第３

経壇原

大 平

一の関

舟形第１

舟形第２

舟形第３

舟形第４

紫 山

向 山

沖の原

西 堀

木 友

小 松

長者原

福寿野

富田第１

富田第２

太 折

馬 形

瀬 脇

堀 内

実栗屋

洲 崎

横 山

真木野

新 堀

西 又

松 橋

戸 数

５４

５８

３１

７１

６９

２９

５０

３２

３０

６４

６５

４０

１５７

１００

７０

１９

５８

１０８

６４

６

８３

６８

５６

５６

２７

６

５

７５

３６

５５

１４

１１

２１

１０

１０

隣組数

５

５

４

８

７

５

７

７

４

７

１０

６

２１

１２

８

２

６

１４

６

１

８

５

９

９

３

２

２

１５

６

１２

３

３

３

３

３

町内会長

伊 藤 光 信

伊 藤 準 悦

八 鍬 國 昭

伊 藤 光 二

大 場 一 善

叶内　栄治

髙橋喜美男

鈴 木 謙 一

仲 山 　 力

沼 澤 喜 一

南 　 勝 雅

沼 澤 清 一

伊 藤 賢 一

佐 藤 広 幸

八 鍬 裕 美

八 鍬 守 彦

遠 藤 繁 雄

伊 藤 清 紀

佐 藤 光 晴

斉 藤 　 覺

豊 岡 作 雄

奥 山 恵 司

森 　 秀 男

加 藤 明 夫

佐 藤 正 良

中 場 繁 德

阿 部 文 晴

加 藤 和 利

東海林邦雄

林 　 恭 司

森 　 広 美

小 野 辰 實

佐藤喜久美

斉 藤 秀 一

松 井 幸 男

納税組合長

伊 藤 健 一

伊 藤 秀 樹

八鍬已喜男

髙 橋 明 彦

叶 内 範 夫

齊 藤 　 徹

齊 藤 一 春

沼 澤 秀 勝

伊 藤 　 勉

沼 沢 重 幸
伊 藤 　 剛

沼 沢 弘 明

渡 辺 晴 美

沼 澤 　 陽

有路　正文

松 本 正 人

　 － 　

松 田 清 司

阿 部 孝 行

三 浦 幸 清

斉 藤 　 覺

豊 岡 信 尋
信 夫 保 男

奥 山 謙 三

森 　 晃

長 沼 公 明

佐 藤 英 雄

仲川　栄次

小 野 芳 喜

加 藤 　 孝

髙 山 俊 幸

阿 部 富 喜

矢 作 　 弘

伊 藤 廣 好
阿 部 　 啓

森 　 浩 哉

海 藤 昭 悦

海 藤 吉 一

森 　 裕 之

齊 藤 勝 康

衛生組合長

大 場 恭 裕

斎 藤 　 保

八 鍬 孝 明

山 崎 和 男

阿 部 俊 彦

叶 内 正 浩

髙 橋 保 美

大 場 義 明

尾 崎 隆 悦

沼 澤 信 夫

阿 部 　 勇

沼 沢 道 雄

小 国 浩 文
中 嶌 英 治

眞 見 修 一

渡 邊 二 郎

八 鍬 守 彦

佐 藤 　 博

横尾友紀雄

佐 藤 大 樹

斉 藤 　 覺

豊 岡 秀 一

奥 山 謙 三

長 沼 忠 雄

髙 橋 智 彦

佐 藤 　 啓

武 田 　 仁

小 野 芳 喜

髙 山 順 一

竹澤満壽男

小 谷 正 晴

須 藤 義 正

小 野 嘉 彦

越 前 榮 一

斉 藤 忠 男

齊 藤 　 雄

農事実行組合長

伊 藤 邦 雄

伊 藤 敬 一

佐 藤 昭 一

伊 藤 春 行

叶 内 勝 利

加 藤 修 一

大 場 誠 一

伊 藤 信 一

沼 澤 勝 利

星 川 賢 二

伊 藤 　 清

佐 藤 政 志

佐 藤 大 樹

八 鍬 　 太

　 － 　

佐 藤 　 勇

　 － 　

　 － 　

　 － 　

叶 内 栄 一

滝 澤 優 一

義 髙 秀 雄

早 坂 繁 弥

佐 藤 　 隆

中 島 辰 一

小 野 芳 喜

伊藤千代喜

阿 部 富 喜

門 脇 敏 春

荒 澤 広 光

森 　 秀 一

小 野 　 滿

芦 野 　 修

斉 藤 秀 一

齊 藤 一 春

公民館長

三 浦 宏 之

伊 藤 準 悦

八 鍬 　 進

伊 藤 正 信

浅 沼 耕 一

叶 内 金 哉

伊 藤 　 稔

沼 澤 重 成

　 － 　

八 鍬 三 郎

　 － 　

稲 毛 　 巧

伊 藤 清 紀

阿 部 春 彦

　 － 　

押 切 正 彦

高 橋 隆 二

井 上 清 正

庄 司 榮 藏

武 田 　 仁

　 － 　

石 井 安 信

冨 樫 孝 一

澤 内 義 明

芳 賀 真 一

小 野 辰 實

佐藤喜久美

佐 藤 寛 司

斉藤盛志郎

統計調査員

伊 藤 義 範

渡 部 広 行

斉 藤 　 操

日 渡 　 司

大 場 健 一

叶 内 富 夫

髙 橋 保 美

浅 沼 利 郎

野 尻 正 男

沼 澤 政 治

星 川 賢 二

沼 澤 清 一

八 鍬 則 昭

鍛 冶 紀 邦

庄 司 大 助
横 瀬 　 登

　 － 　

高 階 孝 治

伊藤さち子

伊 藤 順 二

　 － 　

　 － 　

佐藤日出夫

齊 藤 澄 子

曽 根 田 武

早 坂 繁 弥

今 野 政 明

　 － 　

小 野 芳 喜

加 藤 　 孝

矢 作 昌 孝

森 　 光 幸

信 夫 正 己

須 藤 義 正

小 野 義 昭

森 　 寿 晃

　 － 　

　 － 　

日赤協賛委員

伊 藤 光 信

伊 藤 英 一

八 鍬 國 昭

伊 藤 勇 吉

大 場 正 行

叶 内 富 夫

大 場 正 行

長 澤 光 芳

仲 山 　 力

沼 澤 喜 一

南 　 勝 雅

沼 澤 　 仁

沼 澤 秀 吉

　 － 　

八 鍬 裕 美

八 鍬 守 彦

遠 藤 繁 雄

伊 藤 清 紀

佐 藤 光 晴

　 － 　

豊 岡 作 雄

奥 山 恵 司

　 － 　

　 － 　

佐 藤 正 良

中 場 繁 德

阿 部 文 晴

加 藤 和 利

東海林邦雄

阿 部 　 啓

森 　 秀 一

小 野 孝 敏

小 野 　 彰

斉藤喜次郎

　 － 　

女性代表

三浦フヂ子

渡邊りき子

八鍬真貴子

叶 内 悦 子

　 － 　

尾 形 　 江

叶 内 　 子

大場ムツ子

大 場 一 世
叶 内 純 子

浅沼たみ子

斎藤ケサ子

伊 藤 好 子

南 　 恵 子

阿部スエ子

　 － 　

　 － 　

沼澤美恵子

　 － 　

　 － 　

鈴 木 博 子

三 浦 秋 代

　 － 　

　 － 　

伊 藤 光 子

　 － 　

　 － 　

庄 司 里 美

中場由紀子

安 達 洋 子

加 藤 良 子

富樫やよえ

森 　 晴 美

森　万里子

小野枝美子

小 野 仁 子

　 － 　

　 － 　

　町内会長は地域のリーダーです。少子高齢化、人口減という現状において地域

コミュニティの再生と向上は大きな課題です。

　舟形町第６次基本構想のキャッチフレーズ「新たな結いの創造」を目標に、地

域課題の共有や解決のための実践など多種多様に活動します。

▼問い合わせ／まちづくり課企画調整班　☎（３２）２１１１（内線３１７）

町内会長とは

●町内会役員の役割を紹介します。 平成25年度町内会役員名簿 平成25年度の町内会役員のみなさんです。

　調査対象の世帯や事業所など

に、調査票を配布し調査票に正

しく記入できるように説明した

り、その回収・点検・整理など

を行います。

▼問い合わせ／
　総務課財政管財班

　☎（３２）２１１１（内線２４６）

統計調査員とは

　町産業振興課農政班と連携

し、農政関係の文書の配布、

回収、転作の確認などをはじ

めとして、地区の取りまとめ

をしています。

▼問い合わせ／産業振興課農政班　☎（３２）２１１１（内線421）

農事実行組合長とは

　災害救護などを行なっ

ている日本赤十字社の社

費の取りまとめなどをし

ています。

▼問い合わせ／
　日本赤十字社

　舟形町分区

　☎（３２）２７３３

日赤協賛委員とは

　災害時の地域における応援協

力や、地域コミュニティの維持

など、これからの地域活動に女

性のちからは必要不可欠です。

地域のリーダーの一人として活

動します。

▼問い合わせ／
　まちづくり課企画調整班

　☎（３２）２１１１（内線３１７）

女性代表とは

　町税などをみなさんから集

めて納付したり、納税意識の

高揚を図る活動をします。

▼問い合わせ／
　税務福祉課税務班

　☎（３２）２１１１（内線３９３）

納税組合長とは

　ごみの分別収集の促進指導、

不法投棄の防止や清掃指導な

どを行い、みなさんの住み良

い生活環境をつくります。

▼問い合わせ／
　税務福祉課健康介護班　☎（３２）２１１１（内線３５５）

衛生組合長とは

　地域のコミュニティの拠点と

なる公民館の管理を行います。

▼問い合わせ／
　教育委員会

　☎（３２）２２４６

公民館長とは

6

地区公民館長
代表　伊藤清紀さん

舟形町衛生組合連合会
会長　山崎和男さん

舟形町町内会長連絡協議会
会長　伊藤準悦さん

舟形町納税貯蓄組合連合会
会長　奥山謙三さん

舟形町農事実行組合長
代表　叶内栄一さん
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兼
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）政
策
推
進
室
主
任
／
豊

岡
将
志（
健
康
福
祉
課
福
祉
国
保
班
主
任
）◆

ま
ち
づ
く
り
課
企
画
調
整
班
主
任
／
野
尻
誠

（
総
務
課
総
務
班
主
任
）◆
税
務
福
祉
課
健
康

介
護
班
主
任
／
原
田
真
由
美（
健
康
福
祉
課

健
康
介
護
班
主
任
）◆
税
務
福
祉
課
税
務
班

主
任
／
石
川
忍（
ま
ち
づ
く
り
課
住
民
税
務

班
主
任
）◆
産
業
振
興
課
農
政
班
主
任
／
佐

藤
拓（
産
業
振
興
課
商
工
観
光
班
主
任
）◆
産

業
振
興
課
商
工
観
光
班
主
任
／
松
本
正
人

（
健
康
福
祉
課
健
康
介
護
班
主
任
）◆
地
域
整

備
課
農
村
整
備
班
主
任
／
沼
澤
辰
成（
教
育

委
員
会
主
任
）

主
事
級
◆
税
務
福
祉
課
健
康
介
護
班
主
事
／

東
海
林
か
お
り（
健
康
福
祉
課
健
康
介
護
班

主
事
補
）

主
事
補
級
◆
総
務
課
総
務
班
主
事
補
／
岸
崇

司
◆
ま
ち
づ
く
り
課
住
民
班
主
事
補
／
渡
邉

舞
◆
税
務
福
祉
課
福
祉
国
保
班
主
事
補
／
渡

辺
藍
子
◆
税
務
福
祉
課
健
康
介
護
班
主
事
補

／
大
内
友
子
◆
教
育
員
会
主
事
補
／
仲
野
健

太退
職
者
◆
伊
藤
孟（
教
育
長
）◆
松
田
清
司

（
会
計
室
会
計
管
理
者
）◆
芹
澤
康
彦（
総
務

課
総
務
班
長
）◆
庄
司
均（
ま
ち
づ
く
り
課
企

画
調
整
班
長
）◆
伊
藤
美
喜
子（
ほ
ほ
え
み
保

育
園
副
園
長
）◆
大
友
美
代
子（
ほ
ほ
え
み
保

育
園
指
導
保
育
士
）◆
沼
澤
美
恵
子（
ほ
ほ
え

み
保
育
園
調
理
業
務
員
）

機構改革/人事異動

健康福祉課が
　　　税務福祉課に
　　　　　　　 改正

平
成
25
年
度
新
規
採
用
職
員

　
　
　
　
　
５
名
を
紹
介
し
ま
す 

仲
野
健
太
さ
ん
（
経
壇
原
）

岸
　
崇
司
さ
ん
（
舟
形
第
４
）

大
内
友
子
さ
ん
（
新
庄
市
）

渡
邉
　
舞
さ
ん
（
一
の
関
）

渡
辺
藍
子
さ
ん
（
西
堀
）

平成25年度　舟形町役場平成25年度　舟形町役場

機構改革/人事異動

室長代理

伊藤　誠宏

主 

査

佐
藤

　
　仁

筆 
耕

渡
邊

　友
子

筆 

耕

日
塔

　春
美

主
事
補

岸

　
　崇
司

班 

長

相
馬

　
　昇

主 

幹

生
駒

　雄
司

主 

査

冨
樫

　
　貢

主 

任

八
鍬

　幸
仁

筆
耕

沼
澤

　佳
子

業
務
員

森

　
　茂
則

主 

任

豊
岡

　将
志

班 

長

小
野

　芳
喜

総務課

課 長

高橋　　剛

8
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センター長
渡邊　幸子

黒澤　志麻

りす組
斉藤美智子
松田　早苗
星川　美里

こあら組
梅本菜々美
沼澤　奏江

うさぎ組
八鍬奈美子
早坂美智子

ひつじ組
沼澤　純子
豊嶋　早織

ぱんだ組
黒木　弘子
佐藤　祐香

きりん組
黒坂亜里紗

ぞう組
矢口加奈子
河合　尚美

ひよこ組
伊藤美奈子
中塚真奈美
小國るりこ
庄司安紀子

調理業務員
加藤あけみ
渡邉　孝子
井上　美保

園　　　長　佐藤　栄起
副　園　長　豊岡美恵子
管理業務員　曽根田成也

　
小
学
校
の
統
合
に
合
わ
せ
、
保
育
園
業

務
・
放
課
後
学
童
保
育
業
務
が
税
務
福
祉

課
か
ら
、
教
育
委
員
会
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
「
保
・
小
・

中
」
の
一
環
教
育
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

次 

長

伊
藤

　幸
一

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

工
藤

　宏
之

主 

任

佐
藤

　
　祐

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

浅
沼

　
　勇

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

山
口

　大
陽

筆 

耕

磯
谷

　久
実

班 

長

沼
澤

　
　正

主 

任

植
松

　昌
人

社
会
教
育
指
導
員

齋
藤

　
　彰

教
育
長

齊
藤

　
　涉

教育委員会

ほほえみ保育園

中央公民館

学校教育指導主幹

小野　早苗
副主幹

伊藤　茂樹
主 幹

八鍬　照光

主事補

仲野　健太
筆 耕

星川　友香
B&G海洋センター

教
育
長
に
齊
藤
渉
さ
ん

　教
育
委
員
に
大
類
奈
保
子
さ
ん

　
４
月
１
日
付
で
、
教
育
長
に
齊
藤
涉
さ
ん
（
内

山
）
、
教
育
委
員
に
大
類
奈
保
子
さ
ん
（
舟
形
第

３
）
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
４
年
間
で
す
。

子育て支援センター
「みらい」

10

平成25年度教職員の人事異動

保育園業務と
　放課後の学童保育業務
　　が教育委員会に移管

　４月１日、平成25年度教職員辞令交付式が行われ、舟形小学校と舟形中学校へ転入・転補
される先生方に太田教育委員長より辞令が交付されました。

舟形小学校
【転入・転補】

【転出】

舟形中学校
【転入・転補】

校長
荒井　祐也
（最上町立月楯小学校）

教諭
柏倉　明恵
（新庄市立明倫中学校）

講師
佐藤　　舞

事務主査
五十嵐浩樹
（新庄市立新庄小学校）

教諭
笹原　美喜
（戸沢村立戸沢小学校）

教諭
野尻　裕子
（舟形町立長沢小学校）

教諭
伊豆田文子
（舟形町立堀内小学校）

校長
渡辺　　正
（舟形町立長沢小学校）

教諭
柿崎　節子
（新庄市立日新小学校）

教諭
星川　了子
（舟形町立富長小学校）

教諭
小野　恵美
（舟形町立長沢小学校）

教頭
近内　孝哉
（舟形町立舟形小学校）

教諭
山尾　千鶴
（舟形町立舟形小学校）

教諭
齋藤　　渉
（舟形町立富長小学校）

教諭
土田　　充
（舟形町立富長小学校）

養護教諭
佐藤　健子
（舟形町立富長小学校）

講師
小林　洋美

事務主査
鈴木　靖子
（舟形町立舟形小学校）

教諭
荒川　勇一
（舟形町立長沢小学校）

教諭
今坂　里美
（舟形町立舟形小学校）

講師
栗田　玲子

栄養教諭
遠田　侑衣
（舟形町立舟形小学校）

長沢小学校
教　　頭　山科美恵子（退職）
教　　諭　岡部　里佳（大蔵村立大蔵小）
教　　諭　高橋　健志（村山市立富本小）
養護教諭　大又　浩子（最上町立赤倉小）

舟形小学校
校　　長　黒坂　玲子（退職）
教　　諭　吉田　章子（最上町立東法田小）
教　　諭　大類　清美（東根市立神町小）
教　　諭　内和　美紀（新庄市立新庄小）
教　　諭　有江　　慎（大石田町立大石田北小）
教　　諭　芳賀美由紀（寒河江市立柴橋小）
養護教諭　東海林清子（大石田町立大石田中）

富長小学校
校　　長　姉﨑　秀悦（大蔵村大蔵小）
教　　頭　八鍬　利夫（最上教育事務所）
教　　諭　横山　裕子（県立楯岡特支）
教　　諭　市川　美香（新庄市立新庄小）
主　　事　佐々木仁美（最上町立最上中）

堀内小学校
校　　長　加藤　昭男（天童市立寺津小）
教　　頭　高橋勢津雄（退職）
教　　諭　京野　靖子（新庄市立日新小）
教　　諭　町田　克実（新庄市立泉田小）
養護教諭　早坂真理子（県立楯岡特支）

舟形中学校
校　　長　西田　昭一（最上町立最上中）
教　　諭　沓澤　　健（鮭川村立鮭川中）
教　　諭　須賀　千春（大蔵村立大蔵中）
事務主査　岡田　順子（東根市立大森小）

教諭
伊藤　葉子
（舟形町立舟形小学校）

教諭
野口　勝幸
（舟形町立舟形小学校）

講師
沓澤　　朗

講師
黒坂　陽子

講師
沼澤　浩子

●学童保育所
　伊藤美喜子
　八鍬久美子　　豊岡　正子

●民俗資料館
　伊藤　暢英

●舟形小学校
　加藤　　育　　叶内　聡実
　浅井　典子　　黒坂　沙紀
　沼澤　早苗　　早坂　圭三
　高橋　浩登　　土田　和子
　石川かよ子　　佐藤　礼華　　
　伊藤久仁子　　大場千賀子　　

●舟形中学校
　半田美津枝　　大類奈保子
　星川　真澄　　成澤　清美
　曽根田　満　　沼澤　正子
　大澤　陽子　　豊岡てるみ

教育長
齊藤　涉

教育委員
大類奈保子

●ほほえみ保育園
　☎（32）２１２０
●子育て支援センター
　「みらい」
　☎（32）０２３２
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伝
え
書
く

舟
形
の
記
憶

生きるために食べる
　   ～絆のある生活～

「
聞
き
書
き
」
か
ら

伝
え
書
く

舟
形
の
記
憶

「
聞
き
書
き
」
か
ら

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

　飯
田

　雅
子

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

　飯
田

　雅
子

話し手：沼沢トメヨ 86歳×聞き手：飯田雅子地域おこし協力隊

沼澤トメヨ ぬまざわとめよ（舟形第３）　大正15年生まれ

一の関出身。昭和40年から小学校や保育園の給食室で働く。
また、舟形町母子寡婦福祉会の会長を務めた。

● 自給自足の子ども時代

　私は、６人兄妹の４番目だけっども、兄の子どもと私は姉弟みたいに育ったの。甥っ
子たちは卒業して東京に行くまで姉弟だと思ってたんだって。姉２人は小学校なんて卒

業しないで神奈川に行ったの。あの頃はもう凶作でね、食いぶちを減らすために奉公に

やられるわけよ。

　舟形小学校の向いを登っていくと、今、田んぼになってるところがずっと桑畑だった

のね。昔この辺では蚕作ってたから。妹や甥っ子たちと一緒に、そこで桑の実を採った

のよ。「おぶって子守しながら行けよ」って言われてね。家は一の関だったから、ちょ

っと下に降りると小国川なのよ。そこで泳いだり、かじかを捕ったりしたの。河原には

グミの木ってあんなよ。甘酸っぱくて、大好きだったの。

　春先はツブ捕ってこいって言われて、行くの。お手伝い。洗濯竿の先っちょにおたま

を結わいて、田んぼの淵をずっと歩いてすくうの。お汁にして、おいしかったねぁ。そ

れもたんぱく源だったの。その代わり、夜はツブの剥き方手伝わねんねえんだ。母が木

友さ売りに行ったの。木友はみんな炭鉱の勤めだから農家の人いねえべ。餅にあんこ入

れて、餅売りもしたし。柿も渋抜きして売った。農家だから、米と味噌はあっけども、

日銭はないんなよ。だからそういうもの売ったりして。

● 日の丸弁当

　新庄高等女学校に入ってすぐ、戦争が始まったの。食べ物がなくて、グラウンド

の半分を畑にして豆を植えたり、さつまいも植えたりしたんだわ。そして後は勤労

奉仕でね、兵隊に行ってる人の家庭のお手伝いすんなんよ。男の人がほとんどいな

かったものわ。田植えとか、蚕の手伝いに行ったり。勉強よりも手伝いの方が多か

ったわ。

　週１回は必ず、日の丸弁当だべ。みんな蓋をあけて、検査されんの。その日は梅

干し一個だけしかもって行けないなよ。

●聞き書
き：第２回

聞
き
書
き
と
は

　「
聞
き
書
き
」
と
は
、
聞
き
手
と
話
し

手
の
対
話
を
語
り
口
調
の
ま
ま
、
話
し
手

の
言
葉
だ
け
文
章
に
ま
と
め
る
こ
と
。
知

識
や
技
術
の
記
録
だ
け
で
な
く
、
語
り
手

の
人
生
経
験
や
想
い
も
浮
か
び
上
が
ら
せ

る
手
法
で
す
。
一
見
、
ひ
と
り
で
話
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
聞
き
手
が
何

を
ど
う
聞
く
か
に
よ
っ
て
話
す
内
容
も
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、

聞
き
手
と
話
し
手
が
共
同
で
作
り
上
げ
る

文
芸
作
品
と
も
い
え
ま
す
。

　昭
和
か
ら
平
成
へ
と
激
動
す
る
時
代
の

中
で
、
食
べ
る
こ
と
、
子
ど
も
を
育
て
る

こ
と
な
ど
基
本
的
な
こ
と
は
同
じ
で
す
が
、

そ
の
内
容
や
関
係
性
は
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
昔
を
知
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
私

た
ち
の
生
き
方
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な

れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

●特集②／「伝え書く舟形の記憶」

　　＜聞き書きの手順＞

① 「テーマ」を決める。
② 関連資料を調べる。
③ 対話をする。※録音する。
④ 内容を全て書き起こす。
⑤ 文章を整える。
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今
回
の
聞
き
書
き
か
ら

　
戦
時
中
に
10
代
を
過
ご
し
、
働
き
な
が
ら

５
人
の
子
ど
も
を
一
人
で
育
て
た
ト
メ
ヨ
さ

ん
の
強
さ
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
一
方
で
、

物
が
不
足
し
て
い
た
と
は
い
え
、
自
然
の
恵

み
を
受
け
て
い
た
子
ど
も
時
代
の
「
食
」
の

話
が
印
象
的
で
し
た
。
今
は
物
が
豊
富
に
あ

っ
て
生
活
も
便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の

分
、
人
と
人
の
結
び
つ
き
が
弱
く
な
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
生
活
が
厳
し
い
か

ら
こ
そ
絆
が
生
ま
れ
る
と
い
う
お
話
に
、
豊

か
な
社
会
っ
て
何
だ
ろ
う
？
と
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
の
お
家
や
ご
近
所
の
高
齢
者
の

方
は
、
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
？
　
一
度
お
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
新

し
い
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

※３

※１ ※２

しょう  い だん

　ハンバーグっての作った時、前の日に給食終わってか

ら下ごしらえしていくんなよ。そうすっとよ、総動員で

校長先生までＹシャツまくって、ネクタイば中さ入れて、

手伝ったがったよわ。それがまたうまいのよ。

　生徒に「給食のおばさん、うまかったよ。また作って

けろな。」って言われてよ。あの頃ハンバーグ珍しかっ

たべ。本当に手探りだった。　

　給食の仕事に就いたのも、好きとか嫌いとかっていうよりも、とにかく生きてい

かんなね、生活していかんなねっていう頭でいっぱいでね。子どもたちを育ててか

なきゃなんないから。それから間もなく、炭鉱がどんどんなくなっていったべ。お

かげさまで、学校給食でつかってもらって、ありがたかったやって。

　とにかくよ、子どもたちのしつけなんかは頭にねかった。あぁ、食べさせなきゃ

なんね。腹へってねえべか。それだけ。ウチの母親にも、腹いっぱいさえ食べさせ

ておくと悪いことしねえから、腹いっぱい食べさせておけよって言われてたから。

　
● 絆のある生活

　舟形に戻ってきてすぐ、母子会ってはいったなよ。子どもたちを遊ばせる行事を

したり、研修会を開いたり、町内を回って下着を売って資金稼ぎをしたり。県大会

で発表もしたし、全国大会であちこちに行った。でも平成22年に舟形の母子会は解

散して、今はないんなよ。

　考えてみっと、モノがない方が人のありがたさが分かるみたいだね。母子会が継

続していたのも、そこを頼んなきゃなんないからだったんだよねぁ。もう真剣だっ

たからね。でも今はそこを頼らなくったってわ、生活で困ることなんてないみたい

だもの。いろいろと困っていたからこそ、絆ができたってことかねぁ。

　配給がはじまったのもその頃だべっちゃねぁ。布や食べ物も配給。カドも腹切れ

て数の子が飛び出してるのも配給されて、それでも食べたの。食中毒なんて昔は聞

いたことなかったね。内臓が強かったんだべか。

　女学校卒業してから軍属で、神奈川県の相模陸軍造兵廠ってところに行ったのよ。

戦車とか、大砲とかつくるところ。空襲っつうと、サイレン鳴ってね。そうすっと

みんな防空壕に入るわけだ。ぱあって空が明るくなんなぜわ。どっかに焼夷弾が落

とされてんだべ。だから仕事なんか途切れ途切れね。あの頃は本当大変だった。

　
● 無我夢中で働く、育てる

　終戦前の昭和１９年に兄が亡くなったので舟形に戻って、郵便局に勤めて、そこ

で終戦を迎えたの。

　結婚したのは昭和２３年。宮城に嫁いだんだけど、昭和３５年に子ども５人みん

な連れて舟形に帰ってきたの。一番上の子が中学生で、下の子が保育園。あの頃な

んてほんとに、よく生きてきたなって思うぐらい。

　猿羽根山の下に、平沢炭鉱があって、そこの長屋に入ったの。雪国だからね、と

にかく子どもを育てんのは寒さが一番怖いから。炭鉱だと、焚きものは自由だから。

長屋は区切りあってみんなで生活すっから大変だけっど、そんなこと言ってらんな

い。畑借りて、じゃがいもやピーマン、ねぎをつくって暮らしてた。

　事務はいっぱいで、私は亜炭を割る仕事をしたわけよ。山から採ってきた大きい

亜炭を斧で割るわけ。そこの炭鉱には足かけで３、４年いたな。それで学校の給食

が始まったもんだから、そこで雇ってもらって。

　給食始まるまでは脱脂粉乳だけだったのよ。みんな弁当持って来て。町で一番最

初の給食だったから、もう無我夢中だったね。学校の中に給食室があって、３人で

７００食。

　今みたいに専属の栄養士さんとか、そ

ういう人いないなんよ。学校の先生２人

が給食の担当に選ばれて、メニュー決め

て注文すんなんよ。ある時なんて計算間

違えでほうれん草が山みたいに来たなよ

わ。先生方も苦労したのよ。

※１　軍属………………………軍人以外で軍隊に所属する人のことをいう。軍の施設等で働く人も軍属に含まれる。

※２　相模陸軍造兵廠…………昭和１３年に「相模兵器製造所」、昭和１５年から「相模陸軍造兵廠」と改称して成立した。

　　　　　　　　　　　　　　主に陸軍の戦車部品、本体、試作機の製造などを行なっていた。

※３　母子会…正式名称は「舟形町母子寡婦福祉会」。母子・寡婦の生活の安定及び向上を目指し活動した。

　　　　　　　舟形町の母子会は平成２２年に解散。

トメヨさん手作りの煮物。
とてもおいしかったです。

給食の仕事仲間と小学生のキャンプに同行。昭和40年代。

日
の
丸
弁
当
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
お
か
ず
は
欲
し
い
で
す
ね
。

●特集②／「伝え書く舟形の記憶」

飯
田

　雅
子

ぐんぞく

ぞうへいしょ
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平成4年に舟形町の”西ノ前遺跡”から出
土した、高さ45センチを誇る、日本最大の
「縄文土偶」です。縄文時代中期（約4,500
年前）のものと見られ、大きさもさることな
がら、均整の取れた八頭身の全身立像で、
その美しい容姿から、いつしか「縄文の女
神」と呼ばれるようになりました。平成24
年4月には、「縄文時代の土偶造形の一つ
の到達点を示す優品として代表的な資料
であり、学術的価値が極めて高い」として
「国宝」に指定されました。

国宝「縄文の女神」

★詳しくは 東北エコ
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蔵
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猿羽根山
猿羽根山地蔵尊

歴史民俗資料館

農林漁業体験実習館

県民ゴルフ場

至
尾
花
沢

舟
形
駅

13

47

至秋田

至新潟 至東京 福島

仙台

古川

山形山形

米沢米沢

山形北 I.C山形北 I.C

舟形町舟形町
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B&G「体験クルーズ」B&G「体験クルーズ」

平成25年3月25～30日

　Ｂ＆Ｇ「体験クルーズ」はＢ＆Ｇ財団が1976年から実施している青少年育成事業です。小学４年生から中
学生を対象に、全国各地から集まった約500名の子どもたちが、大型客船「ふじ丸」に乗船し、2011年に世
界遺産に登録された小笠原への体験航海と、現地での自然体験活動を行いました。海や自然との触れ合いを
通じて自然を理解し大切にする心を育て、船上での団体生活を通じて思いやりと友情を育みました。
　今回で最後の開催となる体験クルーズ。舟形町からは２名が参加しました。

〜参加者の感想〜

　僕は、このクルーズに参加して多くのことを学
びました。一つは環境についてです。東京の海と
小笠原の海は色と香りが全く違いました。小笠原
の海は香りがなく、東京の海は塩の香りがしまし
た。小笠原の海はサンゴが生えているけど東京の
海は海草が生えています。そのことから同じ海で
も環境によって大きく違うことを学びました。
　二つ目は、友だちの大切さです。僕は、このク
ルーズで、友だちがたくさんできました。友だち
がいなければこのクルーズはあまり楽しくなかっ
たと思います。これもこのクルーズを開催してく
れた方々がいるからこそだと思います。
　どうもありがとうございました。

▼問い合わせ／

　舟形町Ｂ＆Ｇ海洋センター　

　☎（３２）３５０１

沼澤虹太朗くん （舟形小５年）

　私は、B&G体験クルーズに初めて参加しました。
最初は、船酔いしないか心配でしたが、無事に島
に到着することができました。
　小笠原の子どもたちと合流して、シュノーケリ
ングやカヌーなどの海での活動をしました。他に
もとても広い船の上で玉入れや命令ゲームなどの
活動をしました。この活動を通してたくさんの友
だちができました。海や船での活動はとても楽し
かったです。
　その中でも一番心に残っているのは、ウミガメ
の放流でした。シュノーケリングで見た海の中の
景色がとてもきれいだったことも覚えています。
クジラを見たこともうれしかったです。
　また小笠原に行きたいです。

進藤　美空さん （舟形小５年）

ふじ丸
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　４月９日、舟形町内４つの小学校が統合して
誕生した舟形小学校の開校式を行いました。
　式では、奥山知雄町長から新しい校章がデザ
インされた校旗を手渡された渡辺正校長が「こ
の新しい校旗のもとで、新しい校歌を高らかに
歌いながら、希望と喜びがたくさん生まれる
“ 日本一の学校 ”を創っていきましょう。」と挨
拶しました。
　それに対して、奥山町長は「何事にも挑戦す
る勇気と信念を持ち、かしこく、やさしく、た
くましい子どもになってほしい。」と式辞を述
べました。
　開校式終了後、正面玄関脇に設置された開校
記念の石碑の除幕式を行いました。
　また、体育館のステージ脇の壁に新しい舟形
小学校の校歌が飾られました。これは斎藤一枝
さん（内山）が心を込めて書いたものです。
　なお、10日には第１回舟形小学校入学式が
行われました。
＜入学者数＞
　・舟形小学校　　43名（265名）
　　　　　　　　　　　※（　）は全児童数

　３月27日、町中央公民館で第３回西ノ
前遺跡環境整備・広域活用検討委員会
が開催されました。最終となる今回の委
員会では、「周辺環境との調和」を基本
方針とした報告書が下平裕之委員長から
奥山町長に手渡されました。今後、この
報告書をもとに具現化に向けて取り組ん
でいきます。
　今年も縄文の女神から目が離せません。

　第58回県縦断駅伝大会メンバーに、舟形町

から山口大陽さんと海藤竜也さんが選出。4月

28日に舟形町を通過。みんなで応援しましょう！

　4月14日、春の火災予防運動に合わせ、防火

キャラバンを実施。町内を巡回し、火災の予防を

呼びかけました。火の用心に努めましょう。

　4月14日、舟形町スポーツ少年団結団式がB&G

海洋センターで行われ、6団体85名が参加。式の

中で、強い体を作るための講演を聞きました。

　４月８日、舟形中学校で入学式が行われ４２

名が入学。「中学校は夢を実現するために、心

と体を大きく成長させるところ。頑張りましょ

う。」と荒井祐也校長が式辞を述べました。

　３月２６日、冬季ゲートボール大会が町生涯学

習センターの体育館で行われました。約４０名が

参加したこの大会は、ゲートボール愛好者の交流

を深めようと開催しているものです。

　４月５日、ほほえみ保育園の入園式が行われま

した。希望にあふれる43名の新入園児を迎え、

計１４７名（０～５歳児）でのスタートとなりました。

　3月19日、県眺望景観資産に「舟形若あゆ温泉」
のテラスからの景観が指定されました。県内では4
番目、最上地域では初の指定です。ここから眺める
景観には、心の癒しや爽快感を感じるばかりではな
く、小国川の河岸段丘の地形や月山、葉山などの県
内を代表する山並みが望め、加えて町の田園風景も
見ることができます。
　この指定により、舟形町の宝がまた一つできまし
た。四季折々の舟形町をぜひご覧ください。

　４月17日、平成25年度町内会長会議と町内会長連絡
協議会総会が中央公民館で行われました。ワークショ
ップでは「冬季間における高齢者宅などの除雪対応」
をテーマに、町内会ごとに取り組みを発表し、情報交
換をしました。
　また、地域づくり研修会も行われ、福寿野町内会の
防災への取り組みや内山カレーの会の活動、除雪ボラ
ンティア受け入れ事業について事例発表をしました。
その後、地域おこし協力隊が活動報告を行いました。

２日目
３日目
５日目
７日目
10日目
11日目
14日目

●つ き 手  東幕32  野上 
●寄り切り  東幕33  鶴林
○上手投げ  東幕36  鳥羽の山
○叩き込み  東幕31  水戸豊 
●突き落とし  東幕29  碧天 
○寄り切り  東幕34  佐々木山
●押し出し  東幕26  大雷童

平成25年春場所　大阪府立体育会館（大阪）　3月10日～24日

琴福寿秀太さん（福寿野出身）西幕下31枚目

関取目指
して、頑

張れ！！

今場所の琴福寿さん

3勝4敗

舟形町民

みんなで応援し
ます！

舟形町民

みんなで応援し
ます！

3勝4敗

新舟形小学校開校

西ノ前遺跡の整備

山形県眺望景観資産に指定

町内会長会議
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あなたの声をお寄せください

まちづくり課 企画調整班
☎（32）2111（内線313）

　まちの話題、疑問、質問、
提言・意見のほか、会員募
集やリサイクル情報（譲り
たい、譲ってほしい）、イ
ラストなど何でも結構です。
　広報紙上でできるだけ紹
介してます。
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花
の
会

　
　
　
　星

　川

　政

　子
（
舟
形
第
三
）

最
上
川
雪
解
の
水
に
土
手
あ
ふ
れ

　
　
　
　
　
　
　木
瓜
の
花
の
会

　
　
　
　伊

　藤

　良

　文
（
舟
形
第
四
）

陽
も
風
も
や
は
ら
か
な
り
し
彼
岸
か
な

　
　
　
　
　
　
　木
瓜
の
花
の
会

　
　
　
　佐

　藤

　孝

　子
（
舟
形
第
二
）

春
惜
し
む
校
旗
返
還
胸
熱
し

　
　
　
　
　
　
　朝
の
会

　
　
　
　
　
　
　柏

　木

　伸

　子
（
長
沢
第
三
）

啓
蟄
の
孫
の
試
歩
か
な
一
歩
二
歩

　
　
　
　
　
　
　朝
の
会

　
　
　
　
　
　
　佐

　藤

　昭

　子
（
長
沢
第
一
）

学
舎
に
千
の
足
跡
卒
業
す

　
　
　
　
　
　
　朝
の
会

　
　
　
　
　
　
　岸

　
　
　良

　子
（
長
沢
第
三
）

閉
校
や
村
の
灯
の
消
ゆ
る
ご
と

　
　
　
　
　
　
　朝
の
会

　
　
　
　
　
　
　大

　場

　小
夜
子
（
内

　
　山
）

雪
代
の
濁
流
と
な
り
小
国
川

　
　
　
　
　
　
　朝
の
会

　
　
　
　
　
　
　井

　上

　順

　子
（

　
野

　）

春
風
に
乗
せ
て
や
り
た
し
白
い
雲

　
　
　
　
　
　
　朝
の
会

　
　
　
　
　
　
　高

　橋

　ふ
き
子
（
長
沢
第
三
）

ふ
き
の
と
う
天
ぷ
ら
食
べ
て
母
の
味

　
　
　
　
　
　
　四
季
句
楽
歩

　
　
　
　
　渡

　部

　捷

　一
（
光

生

園
）

青
き
空
桜
開
き
て
ビ
ー
ル
飲
む

　
　
　
　
　
　
　四
季
句
楽
歩

　
　
　
　
　原

　田

　正

　昭
（
光

生

園
）

雪
解
け
に
せ
せ
ら
ぐ
小
川
の
鳥
の
声

　
　
　
　
　
　
　四
季
句
楽
歩

　
　
　
　
　後

　藤

　ふ

　み
（
光

生

園
）

春
近
し
見
渡
す
山
河
墨
絵
よ
う

　
　
　
　
　
　
　四
季
句
楽
歩

　
　
　
　
　永

　沢

　幸

　男
（
光

生

園
）

桜
咲
き
一
人
歩
い
て
く
し
だ
ん
ご

　
　
　
　
　
　
　四
季
句
楽
歩

　
　
　
　
　菊

　池

　忠

　男
（
光

生

園
）

春
探
し
一
人
佇
む
無
人
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　鈴

　木

　谷
五
郎
（
西

　
　堀
）

白
鳥
よ
手
を
ふ
ら
し
め
る
北
帰
行

　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　
　
　森

　
　
　勝

　広
（
舟
形
第
四
）

さ
て
俳
句
七
十
世
の
余
生
冴
返
る

　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　
　
　毛

　利

　良

　次
（
埼

玉

県
）

「
早
春
賦
」
春
風
が
奏
で
る
最
上
川

　早
春
賦
…
歌
の
題
名
で
季
語
に
あ
た
ら
ぬ

　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　沼

　澤

　千
鶴
子
（
鶴
陽
）
（
舟
形
第
四
）

新
刊
書
の
紹
介

（
町
中
央
公
民
館
図
書
室
）　秘密を抱いた青年と一匹の相棒は“最後

の旅”にでた。現代最強のストーリーテラ
ーによる、青年と猫のロードノベル。あ
たたかな光溢れるラストまでどのページ
にも忘れ難い風景が広がります。

　仲良し三人組の「おしりおしり隊」。
「おしりのことをシリたい」。おとなが
「おしりに火がついた」って言ってたけ
ど、火なんか全然ついてない。どういう
こと？親子で楽しく読んで物知りになれ
る絵本です。

お
し
り
を
し
り
た
い

旅
猫
リ
ポ
ー
ト

有
川

　浩
／
著

鈴
木
の
り
た
け
／
著

　地域を明るく照らすシンボルにしようと、ほなみ敷地内に設置したイルミネーション。この
「光のしずくプロジェクト」にご賛同いただき、約470名の町内外の方々から一口500円で「し
ずくの会」の会員になっていただきました。12月９日に点灯式を行い、１月10日までの期間中
は多くの方に楽しんでいただけたことと思います。子どもたちの笑顔とともに激励のメールもた
くさんいただきました。みなさまのご協力に感謝申し上げます。
　２年目となる今年度は、活動の範囲を広げていくため実行委員・ボランティアを広く募りたい

と考えています。一緒に活動していただける方は下記
まで連絡をお願いします。　

（地域密着型福祉複合施設ほなみ内）
☎（３２）３９００
shizukunokai@shuwakai.or.jp

▼申込み・お問合せ／しずくの会事務局

　町外で学生生活を送る方の中には、舟形町や最上管内の企業など
への就職を希望する方がたくさんいらっしゃいます。
　舟形町では、地元の情報や特色を伝え、地元就職を希望する学生
の支援と優秀な人材確保を目的に、希望する方に毎月「広報ふなが
た」を無料で送付します。旬な話題からお役立ち情報まで市町村広
報紙ならではの情報が満載です♪
　　　▼対象者／町外へ転出された学生で18歳から22歳の方
　　　▼発行日／毎月第４金曜日発行

学生へ無料配布へ無料配布

広 報

氏　名：　　　　　　　　　　　　　　　（代理の方　　　　　　　）　

年　齢：　　　　　　歳　　　　生年月日：　　　　年　　　　月　　　　日　

転出先住所：〒　　　　　　　　　 　　　 　　　　　　　　　　

学校名･学年：   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （　　　　年）

希望期間：　　　　年　　　　月まで

電話番号：　　　　　　　　　（　　　　）

▼申込み・問い合わせ／舟形町まちづくり課企画調整班　☎（32）2111（内線313）

ふりがな

みなさまのご協力に感謝！みなさまのご協力に感謝！平成24年度
「しずくの会」活動報告

しずくの会代表　佐藤　栄起

な
な
と
せ

か 

ぜ

ば 

か

に

こ

は
た

よ
う
よ
う

か
つ
ざ
ん

あ
か
り

る
い

短
歌

俳
句 舟

形
文
芸
ひ
ろ
ば

町
営
バ
ス
に
乗
り
ま
し
ょ
う
。

５月の納期

タバコは町内で買いましょう。
２月のタバコ税は983,278円

５月の舟形若あゆ温泉の
休館日は、8日㈬

◆固定資産税

舟形小学校
堀内小学校
富長小学校
長沢小学校

舟形町役場：（3月14日、4月11日測定）
ヨウ素、セシウム…不検出

  ー
0.05
0.05
0.04

  ー
0.04
0.04
0.04

○空間放射線量測定結果

○水道水に含まれる放射性物質測定結果

（３月14日測定）

測定場所 測定値（μsv/h）
1m0.5m

忘れずに納税しましょう。

５月31日（金）まで



　仕事も野球もフルカウン
トになってからが頑張りど
ころ！諦めない気持ちを持
って自分の人生を楽しんで
もらいたい。成人として周
りの方に信用される人間に
なって欲しい。
　        （父  巳根春さんより）

男

女

計

世帯

人口と世帯

：2,944人

：3,074人

：6,018人

：1,909世帯

（－17）

（－23）

（－40）

（－４）

（  ）は前月比

（現在）

選挙人名簿登録者数

男性　2,435人
女性　2,630人 計5,065人

(３/２現在）

３
31

◆自分を一言で……………

◆現在の職業は？…………

◆好きな言葉は？…………

◆尊敬する人は？…………

◆趣味は？…………………

◆舟形町の良いところは？

◆１０年後の舟形町は？…

◆成人式を迎えるにあたって…

“笑顔 ”

製造業。適度に休憩することを心掛けています（笑） 

一生懸命

両親

車と音楽

自然豊かなところ

コンビニのある町

一度きりの人生を悔いのないように送りたい。

柿崎優貴 さん（富田第２）
かきざき ゆうき

家族からのメッセージ

生後６ヵ月頃の優貴さん

camera 
 angle

camera 
 angle

３月２日～４月１日届出分

○掲載を希望される方は、届け出の

　際にお申し出ください。

長沢第２

沖 の 原

木　　友

75（竜　也）

83（庄　一）

65（瑞　穗）

伊藤　光子

鈴木庄太郎

大沼　末壽

◆□おくやみ申しあげます（世帯主）

長沢第１ 植松　実咲（　 　）昌　人
路　子

みさき

一 の 関 沼澤　春翔（　 　）太
貴久美

はると

舟形第３ 滝澤　惺南（　 　）一　則
美　紀

せな

舟形第３ 西塚　愛丹（　 　）洋　平
由　希

えにい

□お誕生おめでとう◆

まちづくり課　No.336 5
月
26
日
㈰
は
、
舟
形
小
学
校
運
動
会
で
す
。

～地域おこし協力隊員の
　　　　　　つぶやき～
～地域おこし協力隊員の
　　　　　　つぶやき～

　地域おこし協力隊の飯田雅子
と小林信之と神山佳奈枝です。
　このコーナーでは、私たちが
舟形町の魅力を発見し、地域の
みなさんにお伝えしていきます。

～Vol.13～

今月のまちゃ隊員

ふ な

活動発表の様子

こ い

　ここでは書ききれない日々の活動や暮らしのこと、想いを綴った

日記（ブログ）をインターネットで公開しています。ご意見・応援

のメッセージなどをお寄せください。

●飯田雅子ブログ『Earth Dayな日々』http://www.treep.jp/blog/earthday/
★小林信之ブログ『アユオの活動物語』http://funagataayuo.blog.fc2.com/
◎神山佳奈枝ブログ『食農日記』　　　http://d.hatena.ne.jp/tabeyo/

舟恋舟恋
　舟形第２町内会の老人クラブの集ま
りで、地域おこし協力隊の活動発表を
しました。この会で盆踊りや手まり唄
を教えていただいたり、手作りのごち
そうをいただいたり、楽しい時間を過
ごしました。年度末に、１年間の活動
を発表する場が多くありました。より
多くの方に私たちの活動を知ってもら
いたいです。
　これからも町内会の行事や集まりな
ど、ぜひ声をお掛けください！

今月のかなえ隊員

神山佳奈枝です。

　みなさん、はじめまして。新しく、
舟形町地域おこし協力隊になりました
神山佳奈枝です。昨年、5月に東京都
東久留米市から舟形町に来て、3月末
まで舟形観光情報館で働いていました。
舟形町は本当に素敵なところだなと思
い、今年から新たな気持ちで町に暮ら
すことを決めました。どうぞよろしく
お願いします！

被災地視察の様子

今月のこばやし隊員
　高校生ボランティア「ふなっ子」と
被災地視察に行ってきました。宮城県
名取市閖上で被災された方のお話には、
自分たちに何ができるのかを考えさせ
られました。津波の映像と実際の現場
を見て、当時の恐ろしさを五感で感じ、
衝撃を受けました。また、高校生や青
少年育成推進員のみなさんともお話が
できました。「小さくても活動をして
いきたい気持ち」を共有できる機会と
なりました。

堀　　内

舟形第４

　矢口　則和
（大屋）可南子

洲　　崎

寒河江市

　東海林孝平
（菅野）香織

新 庄 市

一 の 関

（小野） 透
　沼澤　朱美

□ご結婚おめでとう◆

｜広報ふながた 25.423 広報ふながた 25.4｜22

交通安全県民運動…
　交通事故を防止し、県民一人ひとりが交通安全意識やマナーを高め、主体的に交通安全に積極的
に取り組み、安全で安心して暮らせる交通社会の実現を目指しましょう！

具体的行動

①前を見て「運転に集中」
②横断は手で合図「渡る意思を
　伝えよう」
③全席「シートベルト・チャイルド
　シートをつけよう」
④夜間の外出「つけよう反射材」
⑤「しっかり止まって　はっきり
　確認」
⑥飲酒運転「しない　させない
　許さない」の徹底

＜平成25年度　県民運動計画＞

「やさしさを　のせて走ろう　山形路」

運　　動　　名 期　　　　間
春の交通安全県民運動
飲酒運転撲滅強化旬間
“明るいやまがた”夏の安全県民運動
秋の交通安全県民運動
夜光反射材直接貼付活動キャンペーン
高齢者の交通事故防止推進強化月間
冬の交通安全県民運動
歩行者保護・自転車利用マナーアップミニキャンペーン

　４月　６日（土）～　４月１５日（月）
　６月　１日（土）～　６月１０日（月）
　７月１８日（木）～　８月１７日（土）
　９月２１日（土）～　９月３０日（月）
１０月　８日（火）～１０月１４日（月）
１０月１５日（火）～１１月１４日（木）
１２月　１日（日）～１２月１０日（火）
　３月１０日（月）～　３月１６日（日）

成人式を迎えます！成人式を迎えます！

こうやま かなえ



表
紙
の
紹
介

広報ふながた 25.4｜24

　郵便ハガキに、○に入る答えと住所・氏名・電話番号を
明記してご応募ください。【〆切：5/10必着】
▼応募先／〒999－4601　舟形町舟形263
　舟形町役場　広報ふながたクイズ係
　メールからの応募もできます。
▼アドレス／info@town.funagata.yamagata.jp
※当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。

★
広
報
ふ
な
が
た
ク
イ
ズ
！

「
１
名
様
に
若
あ
ゆ
温
泉
入
浴
券

　
　
　
（
２
回
分
）」プ
レ
ゼ
ン
ト

平成25年度 舟形町一般会計当初予算

先月の答え…back

「○○億1,100万円」

　３
月
16
日
と
17
日
、
平
成
25
年
度
の
統
合
に
よ
り
閉
校
と
な
る

４
つ
の
小
学
校
で
閉
校
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
開
校
か
ら
今
日

ま
で
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
り
、
地
域
と
共
に
歩
ん
で
き

た
各
小
学
校
が
長
い
歴
史
に
終
止
符
を
打
ち
ま
し
た
。

　町
の
西
部
に
位
置
す
る
富
長
小
学
校
。
閉
校
か
ら
数
日
た
っ
た

あ
る
日
の
こ
と
。
ほ
う
き
や
雑
巾
を
持
ち
、
校
舎
を
一
所
懸
命
掃

除
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
２
年
前
に
こ
の
小
学

校
を
卒
業
し
た
子
ど
も
た
ち
６
名
と
昨
年
卒
業
し
た
子
ど
も
た
ち

６
名
、
計
12
名
で
す
。

　「
富
長
小
学
校
が
今
年
で
閉
校
と
な
る
こ
と
は
悲
し
い
こ
と
。

今
日
ま
で
、
私
た
ち
や
地
域
の
み
ん
な
を
見
守
っ
て
く
れ
た
、
こ

の
校
舎
に
恩
返
し
を
し
た
い
。
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
相

談
し
て
集
ま
り
ま
し
た
。
」
と
舟
形
中
学
校
３
年
生
の
豊
岡
紗
奈

さ
ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　掃
除
を
し
て
い
る
そ
の
姿
か
ら
は
、
学
校
が
な
く
な
る
こ
と
へ

の
寂
し
さ
と
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
あ
り
が
と
う
と
い
う
感
謝

の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　小
学
校
統
合
に
よ
り
思
い
出
の
学
校
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
学

校
や
地
域
に
育
ま
れ
た
心
や
思
い
出
に
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

閉
校
式
典
を
終
え
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
礎
に
新
舟
形
小
学
校
で

は
新
し
い
歴
史
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　そ
の
歴
史
を
築
い
て
い
く
の
は
地
域
に
住
む
私
た
ち
で
あ
り
、

地
域
の
ち
か
ら
で
あ
る
こ
と
を
、
閉
校
を
通
し
て
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

　
４
月
10
日
、
舟
形
小
学
校
で
統
合
後

初
め
て
の
入
学
式
が
行
わ
れ
、
43
名
の

新
入
学
児
童
が
入
学
し
ま
し
た
。
教
室

で
は
初
め
て
手
に
し
た
教
科
書
に
目
を

輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

舟形若あゆ温泉
協賛

P
ublic R

elation
s F
un
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富長小学校の教室風景


